
子どもの世界と住宅機能を楽し
く融合させた作品。大スパンの
M.シェードのなかでプライベー
トとパブリックの託児所をゾー
ニングで複数の機能を持たせて
いる。M.シェードを変型させ、
シンボルツリー、高木、低木や
草花が楽しめるよう上手く配置
されている。砂場、ブランコ、菜
園やデッキなどの変化に富んだ
想像力豊かな造りも、変化ある
生活シーンを楽しめ魅力的だ。
日常生活者が自宅副業で忙し
い親の子どものケアをするとい
う、「自宅子どもケア」とでも言
うべきか、高齢化社会に向かう
これからの街を考えたアイデア
も素晴らしい。

M.シェード部門 ㈲エクスプランニング

日本のエクステリアライフを変える「こと」と「もの」？-----------
エクステリア空間への多趣味、多様なクライアント・ニーズ、言い
換えるなら「生活者の夢がどんどん膨らんでいるということ」が
日本の風景を変えようとしている。趣味のティータイム、ガーデニ
ング、読書、バーベキュー・パーティ...は「いつものこと」としてさ
らなるこだわり、つまりデザイン性、機能性、オリジナリティが要
求されている。さらに、いままでまだまだ注目されていなかった
ライフスタイル-----ペットとの時間、こどもの世界、自慢の車の鑑
賞、集いの場、ヨガやアロマセラピーなどの癒し、エクササイ
ズ.....などが急速に進化、拡大している。

また、M.シェードを始めとする「新しい空間素材というもの」が日
本の風景を変えようとしている。新たな空間素材により今まで出
来なかったデザインが可能になった。例えば「採光と雨のシェル
ターを両立するルーフ」はニーズがあっても今まで非常に実現し
づらいものだったが、M.シェードという素材を使うとそんなニー
ズをいとも簡単にしかもセンスよく実現できてしまう。メーカー
努力による空間素材の進化により可能となった、新しいライフス
タイルが特に注目される。

必要なのは、アイデアと予算-----------
欧米先進国に比べ日本の街並みはまだまだ、まとまりがなかった
り殺風景だったりしている。江戸時代の絵巻物などに映る日本の
暮らしの情景は、今の時代から見ても欧米人から見ても美しく魅
力的なものだったのに、戦後のカオス（CHAOS：混沌）をまだ引
きずっているのではないか。しかし、もはや経済大国となった私
達は、自分の恥ずべき暮らしぶりに対して言い訳などできない。
むしろ客観的に経済レベル、技術レベルを見ても、日本は世界の
模範になるべき立場であることを我々は充分意識しているだろう
か。自分達の暮らしに対して夢やこだわりを語り、一方では環境
問題、資源問題を真摯に考え、自分達の暮らしを実現していく。
もし、私達、空間デザインやエクステリアデザインに関わる者が
そんな姿勢で日本のエクステリアライフを牽引すれば、日本の町
並みは世界の中でも美しく楽しく、そして思慮深いものとして、世
界中の住空間デザインモデルとなれるに違いない。

豊かな日本の暮らしを表現するステージ空間として、エクステリ
ア空間は急速に成長を続けている。ただし、それは過去の私達の
財産である日本的なデザインへの愛情と理解、そして新しいデザ
インやアイデアを捻出する地道な姿勢が無しでは実現できない。
空間素材の進化、ライフスタイルの進化が加速する今、我々が予
算ではなく、美意識や知恵、そして努力で「美しい日本の町並み」
をもう一度、創り上げる時が来た。

今回のエクステリアプランニングコンテストには、そのような期
待、要求に応えるような新しいデザイン提案が溢れるように多数、
全国より集まった。日々のプレゼンに切磋琢磨する現場のシビア
さと感性の高さの中から、新たな日本のエクステリアライフスタ
イルが生まれつつある。

トミタ・ジュン

コンテスト総評
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グリーン建築家・工業デザイナーと
してカリスマ的存在のエミリオ・ア
ンバースに師事。93年帰国して拠
点を東京に。99年オリジナルブラ
ンド「アティモント」の活動開始。
現在、建築、インテリアのみならず、
家具、時計、メガネ、文房具からグ
ラフィックまでボーダーレスにデザ
イン活動中。
90年ニューヨーク大学モダンアー
ト展審査員特別賞、95年大阪グッ
ドデザイン賞、通産省グッドデザイ
ン特別賞、通産省グッドデザイン
賞、96年米国I.D.アニュアルデザ
インレビュー最優秀賞などを受賞。

www.atimont.com

建築家・デザイナー/一級建築士
東京電機大学講師
アティモント・デザイン研究所代表
1967年京都生まれ。
ニューヨーク大学アート学部
スタジオアート学科卒。
東京電機大学建築学科卒。
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とみた・じゅん
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